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１ 研究主題 

主体的に学習に取り組む態度の向上を目指した学習評価の在り方 

～学びのあしあとを活用した成果と課題～ 

 

２ 主題設定の理由 

(1)学習指導要領より 

学習指導要領 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の（1）） 

第１の３の(1)から(3)までに示すことが偏りなく実現されるよう，単元や題材など内容や時

間のまとまりを見通しながら，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行

うこと。特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，表

現力等や学びに向かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象となる物事を捉え思考す

ることにより，各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方(以下「見方・考え方」とい

う。)が鍛えられていくことに留意し，生徒が各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせな 

がら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考え を形成したり，問題

を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう過程を重視し

た学習の充実を図ること。 

学習指導要領総則 第３節 教育課程の実施と学習評価 

主体的・対話的で深い学びは，必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではな

く，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して，例えば，主体的に学習に取り組めるよ

う学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場

面をどこに設定するか，対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設

定するか，学びの深まりをつくりだすために，生徒が考える場面と教師が教える場面をどのよ

うに組み立てるか，といった観点で授業改善を進めることが重要となる。すなわち，主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時間のまとま

りをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。 

主体的に学習に取り組む態度の向上には、単元や題材のまとまりを生徒に持たせることが必

要であるとされている。 

学習指導要領 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の 2 の（2）） 

生徒のよい点や進捗の状況などを積極的に評価し、学習したことの意義や価値を実感できる

ようにすること。また、各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から、単元や

題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫して、学習の過程や成

果を評価し、指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かすようにすること。 

と示されている。 

そこで、本研究では生徒自らが単元ごとに学習のまとまりが見通せる「学びのあしあと」を

活用した。そして、「学びのあしあと」の評価を繰り返すことで、生徒が学習の価値の実感や達

成感を味わうことが主体的に学習に取り組む態度の向上に繋がると考え、本主題を設定した。 

 

(2)印教研研究主題より 

よりよい社会の実現に寄与する「生きる力」を培う社会科学習 

～自ら課題をみいだし、自らの考えを表現できる児童生徒の育成をめざして～ 
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本研究は、上記の印教研社会科研究部主題を受けて設定している。よりよい社会の実現に

は、主体的に社会に関わっていくことが必要である。そして、その社会の実現のためには、今

まで学んで身に付けた「知識や技能」及び「思考力・判断力・表現力」を活用することが重要

である。また、変化の激しい世の中に対応するためには、その世の中に対し、能動的ではなく

主体的に関わることが必要であると考え、本研究を設定した。 

 

(3)生徒や学校の実態から 

本校は千葉県印西市の西部に位置し、開校 36 年目を迎える。全校生徒 796 名から成る大規

模校である。本校が位置する学区は既存の住宅や新興住宅地、大型商業施設が多数建設されて

おり、そのため生徒数は年々増加している。学区の人口増加が著しいため、他県出身の生徒が

多い。また、以前から木刈中学校では保護者からの学校教育に高い興味や関心がある。 

生徒は学力が高い生徒が多いとされ、学習に対し関心が高い傾向が見られる。また、生徒の

意識調査を行った際、「社会科の学習が好き」と答えた生徒は 8 割を占めた。そのため、授業に

は落ち着いて臨み、課題に熱心に取り組んでいる様子が見られる。しかし、「社会科の学習が嫌

い」の理由として、「単語を暗記できない」「覚えるのが苦手」という答えがあげられた。また、

小テストや定期テストの結果を見ると、社会科は暗記教科とみなしている生徒が多く、授業で

学んだ知識に関連性を見いだせず、それぞれ独立したものとして記憶している生徒が多く見ら

れる。そこで、生徒に学習内容に関連性を見出すことができるようにするため、授業のまとめ

として「学びのあしあと」を活用している。学習内容を大単元で考え、内容の関連性を持たせ

ることで自分自身の学びが深まり、主体的に学習に取り組む態度が向上すると考えた。 

 

３ 研究の目標 

授業の単元や題材のまとまりや見通しが持つことができる「学びのあしあと」を取り入れる

ことで、主体的に学習に取り組む態度の向上がされることを実践して明らかにする。 

 

４ 研究の手立て 

＜仮説＞ 

「学びのあしあと」を活用し、評価を繰り返すことで、主体的に学習に取り組む態度の向上

がされるだろう。 
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 この「学びのあしあと」は新学習指導要領に基づき、主体的に学習に取り組む態度の向上が

図られるように、単元のまとまりが見通せるものを本校で作成し、全学年を対象に 1 年間行わ

れた。次に挙げる内容で行った。 

【課題設定】 

「１ はじめに…学習課題を意識して学習に取り組もう」  

教科書で設定されている単元ごとの探究課題を基に設定した。 

 

【仮説】 

「２ 授業前に課題に対する知っていることや予想を書いてみよう」 

 単元の授業が始まる前に課題に対する生徒が知っていることや予想を記入する。これは既習

内容の確認を行うためや授業に興味関心があるかを把握できると考えた。 

 

【検証】 

「３ 授業を学んだ課題解決のヒントをわかったことをまとめよう」 

 毎時間授業終了 5 分前に授業で設定した学習問題に対して学んだことを参考にまとめを文章

で書く。まとめを書く際は単語や箇条書きではなく文章で書かせた。文章で書かせることでど

のようにまとめるか、どのように表現できるかなどを考えさせ、思考力・判断力・表現力の力

を養うことができると考えた。 

 

【考察】 

「４ 単元の学習を通して、学習課題のまとめをしよう」 

 １つの単元が終わった際に単元でのまとめを学習課題に対する考察を授業ごとに検証で書い

たことを参考にまとめを文章で書く。これは、仮説で書いた既習内容に加えて、この学習を通

して新たに知りえたことを視覚的に捉えるようにし、自分の学んだことを実感できるようにし

た。また、文章で書くことで、思考力・判断力・表現力を培うことができると考えた。 

 

【まとめ】 

「５ わたしのまとめ黒板を作ってみよう」 

 単元の授業が終わった際に単元のまとまりを捉えさせる。まとめ黒板は教員が授業で書くよ

うな黒板を生徒が授業をする場合はどのような授業や黒板を書くのかということを考えて書く。

どのように書くことで人に伝わるかを様々な工夫を考えて行うことを授業に対する興味関心が

あるかを把握できると考えた。 

 

【振り返り】 

「６ 学習の取り組みを振り返ろう」 

 単元を通し、自分は学習がどれくらいできたのかを自己評価をＡＢＣで行わせた。 

 

 学びのあしあとは単元が終わり、１週間後に提出する。また、１つの授業が終わり、その授

業のまとめを書き、毎回提出する。そして、各項目にＡＢＣの評価を付けた。 
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５ 研究実践 

単元名 「日本の姿 日本の領域の特色」(地理) 

(1)目標 

・日本の領域・排他的経済水域の範囲や国境について理解している。 

    （知識・技能）  

・他国と比較してなぜ日本が国土面積の割に広い領海や排他的経済水域を持つかを、地図に

基づいて説明している。 

（思考・判断・表現） 

(2)展開 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援  ○評価 資料 

導入 

5 分 

 

5 分 

 

○日本の端にある４島を確認する。 

 

○沖ノ鳥島が島であるかを考え、発

表する。 

〈生徒の反応〉 

・小さすぎるから島ではない。 

・海面から出ているから島である。 

・地図帳を見て、４島の位置を確認

する。 

・沖ノ鳥島の工事前の写真を見せ

る。 

 

 

プリント 

地図帳 

 

テレビ 

展開 

 

3 分 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

○島の定義を提示し、考え発表 

する。 

「満潮時に海面から出ている自然物」 

 

○沖ノ鳥島が工事されている理由に

ついて個人で考える。 

○班で意見交換をする。 

○全体で意見交換をする 

〈生徒の反応〉 

・島が無くなってしまうから。 

・島がなくなると日本の範囲無くな

るから。 

 

○沖ノ鳥島が工事されていること

が、日本の排他的経済水域を守る

ことだと理解する。 

・排他的経済水域について理解する。 

・国ごとの領海と排他的経済水域の

面積を比較する。 

・沖ノ鳥島の排他的経済水域の面積

 

 

・島の定義をテレビに提示する。 

 

 

 

・沖ノ鳥島の工事前の写真を見せる。 

・考えがまとまらない生徒には机間

指導を行い、考える視点などのア

ドバイスをする。 

・机間指導をして、ノートに書けて

いるかを確認する。 

・話し合いが進まない班や生徒に

は、適宜声をかける。 

 

○日本の領域・排他的経済水域の範囲

や国境について理解している。     

（知識・技能） 

○他国と比較してなぜ日本が国土面

積の割に広い領海や排他的経済水

域を持つかを、地図に基づいて説

明している。 

 

 

テレビ 

 

 

 

テレビ 

 

 

 

学 海洋国である日本の領域の特色はどのようなものだろう

か 
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を計算する。 

 

 

（思考・判断・表現） 

・沖ノ鳥島の経済水域を失うことが

日本にとって大きな損害だという

ことを理解する。 

終末 

10 分 

 

 

 

 

 

2 分 

○日本の領域について理解する。 

・領土、領空、領海について理解す

る。 

・領海と経済水域の面積が日本の面

積の 10 倍以上あることを理解す

る。 

 

○学習課題についてのまとめを行

う。 

・机間指導をして、プリントを穴埋

めしているかを確認する。 

 

 

 

 

 

・評価シートに学習課題についての

まとめを行う。 

プリント 

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 この授業でのまとめの文章である。 

生徒Ａ 

 

 

 

生徒Ｂ 

 

 

 

６ 仮説の検証 

「学びのあしあと」を活用し、評価を繰り返すことで、主体的に学習に取り組む態度の向上

がされるだろう。 

(1)アンケート結果の変容から(5 クラス、168 名) 

○学びのあしあとで学習に主体的に取り組めましたか？ 1 学期末 3 学期末 

・はい 

【理由】 

・自分の仮説が合っているかワクワクした。 

・気になったことを調べるようになった。 

 ・まとめ黒板を書くためにメモを取るようになった。 

 ・学びのあしあとを書くために授業を注意して聞くようになった。 

 ・成績に関わるため、授業を聞くようになった。 

６５％ ７５％ 

・いいえ 

【理由】 

 ・提出期限に追われるようになったから。 

 ・何度も同じことを書くことが大変だった。 

３５％ ２５％ 
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 ・やろうが変わらないから。 

 ・やったことをまとめるだけだから高まったとは思えない。 

 ・まとめることが嫌いだから 

 

 

○学びのあしあとを授業内容の理解度は向上したと思いますか？ 1 学期末 3 学期末 

・はい 

【理由】 

 ・普段気にならないところまで調べたから。 

 ・もう一度まとめて書くことで理解度は高まったと思う。 

 ・まとめるために見直すので理解は深まった。 

８２％ ９２％ 

・いいえ 

【理由】 

 ・提出に追われて急いでまとめたから。 

 ・授業中に書けずに他の授業に書いたから。 

 ・やってもテストの点数が上がらないから。 

１８％ ８％ 

 

(2)仮説の検証 

 上記のアンケート結果から学びのあしあとを活用したことで主体的に学習に取り組む態度が

向上したことが分かる。理由として考えられるのが学びのあしあとを完成させるために教科書

をもう一度読み込む、ノートを見直すことなど自ら学習しようとする姿勢ができたことや理解

が背景にあると考えられる。その中でも、主体的に学習に取り組む態度の向上によって、自分

が分からないところや不思議だと思ったことを調べる、それらがまとめ黒板の工夫などに繋が

ったとされる。そして、まとめ黒板は生徒ごとの個性が出た工夫が見られた。また、まとめを

文章で書くことができるようになることで思考力・判断力・表現力を養うことができ、理解力

が高まることで授業に対する意識の向上にも繋がったとされる。 

 しかし、成績が低位の生徒は学びのあしあとが完成させることが難しいため、手立てを取っ

○学びのあしあとを書くことで自分の考えが深まったり、考えを文

章で表現する力がついたと思いますか？ 

1 学期末 3 学期末 

・はい 

【理由】 

 ・文章を一つにまとめようと考えたから 

 ・自分の考えをまとめられるように考えて取り組めたから 

 ・ノートから大切な所を抜いて文章で表現しようとしたから 

７０％ ８４％ 

・いいえ 

【理由】 

 ・自分の考えがあってもそれを文章に書くことができなかった 

 ・教科書を写しただけで、自分では文を考えられなかったから 

 ・書くことが多くてわからなくなったから 

３０％ １６％ 
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た。まとめの文章では前時でＡ評価の取った生徒の文章を授業の始めにパワーポイントに映し

て紹介し、参考にして記述することをさせた。評価を上げようとする、少し社会に興味がある

生徒は参考にして記述できたが、社会が苦手な生徒はあまり改善が見られなかった。生徒たち

の学びのあしあとを互いに見合う時間を授業で取る必要があった。 

 

７ 成果と課題 

(１)成果 

○学びのあしあとの作成のために授業を真剣に聞くようになり、また教員が授業中に発言した

ことをメモに取るようになった。 

○まとめ黒板を作成することで授業内容を整理できる生徒が見られた。 

○まとめ黒板や単元のまとめを行う際に、教科書を読み込む、ノートを見直すことなどもう一

度学ぶことで理解が深まり、授業に主体的に取り組む姿勢が見られた。 

○まとめ黒板を書く際に１枚で伝わるように様々な工夫が見られた。 

○仮説を実証するために学んだ知識を活用する姿勢が見られた。 

○学びのあしあとの活用を繰り返すことで、授業内容や単元のまとめの文章が具体的に書くこ

とができていた。 

○学びのあしあとでＡ評価を貰った生徒の書き方を参考にし、評価を上げようとするために互

いに学び合うことが生まれた。 

 

(２)課題 

△授業で設定した学習問題に則するまとめではない生徒が見られた。 

△学びのあしあとの完成に時間がかかりすぎてしまい、学びのあしあとの取り組みが行われて

いない。 

△まとめを書く際に教科書の文章を写してしまい、自分の文章でまとめることができていない。 

△成績が低位な生徒は文章でまとめることが苦手なため、手立てを行う必要があった。 

△仮説に対し１回も予想を書くことができない生徒に手立てが必要であった。 

△毎回の授業で集めること、評価を取ることが教師や生徒の負担となった。 
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研究実践「単元名 「日本の姿 日本の領域の特色」(地理) 

●学びのあしあと 
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●「５ 私のまとめ黒板をつくってまとめよう」 
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●「３ 授業を学んだ問題解決のヒントとしてまとめよう」 

【評価Ａ】 

生徒Ａ 

 

 

 

生徒Ｂ 

 

 

 

生徒Ｃ 

 

 

 

 

【評価Ｂ】 

生徒Ｄ 

 

 

 

生徒Ｅ 

 

 

 

 

【評価Ｃ】 

生徒Ｆ 

 

 

 

生徒Ｇ 
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学びのあしあと 「５ 私のまとめ黒板をつくってまとめよう」 

●第 2 章 世界の諸地域「5 節 南アメリカ州―開発の進展と環境問題―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 2 章 世界の諸地域「6 節 オセアニア州―強まるアジアとの結び付き―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 3 章 中世の日本 
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抽出生徒の変容(成績が低位の生徒) 

●第１編  第１章「日本の姿」 

 

 

 

第２編 第１章「世界各地の人々の生活と環境」 

 

 

 

●第２章  ２節「日本列島の誕生と大陸との交流」 

 

 

 

 

３節「古代国家の歩みと東アジア世界」 

 

 

 

●第２章 世界の諸地域 １節「アジア州―急速な都市の成長と発展―」 

 

 

 

２節「ヨーロッパ州―国どうしの統合による変化―」 

 

 

 

 

●第３章 中世の日本 １節「武士の政権の成立」 
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抽出生徒の変容(成績が上位の生徒) 

●第１編  第１章「日本の姿」 

 

 

 

第２編 第１章「世界各地の人々の生活と環境」 

 

 

 

 

●第２章  １節「世界の古代文明と宗教のおこり」 

 

 

 

２節「日本列島の誕生と大陸との交流」 

 

 

 

 

３節「古代国家の歩みと東アジア世界」 

 

 

 

●第２章 世界の諸地域 １節「アジア州―急速な都市の成長と発展―」 

 

 

 

２節「ヨーロッパ州―国どうしの統合による変化―」 

 

 

 

３節「アフリカ州―国際的な支援から自立に向けて―」 

 

 

 

 

●第３章 中世の日本 １節「武士の政権の成立」 

 

 

 


